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（仮称）第３次都心まちづくり計画検討会  
 

＜第一部会＞  
第５回　居心地が良く歩きたくなる都心まちづくり検討部会  

2025年９月16日

札幌市　都心まちづくり推進室
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本日、ご議論いただきたいこと　

【論点１】成果指標について・・・P.6～10

　　　　　　　・目標２の成果指標の設定について

【論点２】計画素案（第一部会関連）について・・・別冊

　　　　　　　・これまで積み重ねてきた議論を踏まえて作成した第一部会関連

　　　　　　　　の計画素案について　

【本日の主な議題】
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⑴　見直しのスケジュール

１　これまでの検討会・検討部会の振り返り

令和６年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

検討会
　　
　　

第一部会

　　

令和７年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

検討会
　 　　 　　 　

第一部会

　

部会の検討テーマ（案）

令和６年度

第１回 課題認識、検討の視点

第２回 目標、基本方針、取組の方向

第３回 骨子案

令和７年度
第４回 パース、指標、空間形成

第５回 計画素案（第一部会関連）

パブコメ庁内合意形成

議会中間
報告

①（6/6）
▼

②（9/17）
▼

③(2/27)
▼

①（8/29)
▼

③（2/12）
▼

②（12/4）
▼

④（6/13）
▼

⑤（本日9/16）
▼

⑥
▼

⑤（9/30）
▼

④（6/30）
▼

策定
▼

議
会
報
告



⑵　第４回検討会・検討部会での主な意見

１　これまでの検討会・検討部会の振り返り

分類 【主な意見】 【主な対応等】

イメージパース

・居心地が良く歩きたくなる空間として、ハードだけでなく、人の営みや過ごし
方も描けるとよいが、難しい部分は注釈等で補足するとよい。
・街路樹を大きく描きすぎており、全体のバランスが不自然である。
・初夏は緑陰が重要な要素であるため表現したほうがよい。
・冬の歩道が全部雪で覆われているのは不自然である。
・冬でも外のベンチに滞在している人はいるので表現したほうがよい。

・意見を踏まえた本書案を作成…
論点２

成果指標等

・歩行者交通量は季節やイベントにより変動が大きく、20年という長期目標とし
てふさわしいのか再検討する必要がある。
・滞在の質や行動の質を評価することも重要である。
・来訪者の滞在の指標として、時間に人数を掛け合わせると、よりふさわしい指
標になると考えられる。　
・都心全体を測ることは難しいと思うが、部分的にでも主観的な評価を取り入れ
ることは重要である。
・「冬でも、誰でも、まち巡りが楽しい都心」という目標にしているので、季節
の差をモニタリングすることも重要である。
・歩きやすさの指標として、自転車の歩道通行率などといった歩行者が安心して
歩ける度合いを指標とすることも考えられる。
・歩行者に開かれた店舗がどのくらいあるかというのも指標として考えられる。

・意見を踏まえて各指標の定義や
関係性等を再整理…論点１

空間形成指針

・点と線と面はつながっている。
・積雪寒冷地である札幌の都心の冬の回遊性を確保するためには、地上だけでな
く、地下も考慮した指針であることが重要である。
・目標１とも連動するので、目標１で検討している内容も反映されるとよい。

・意見を踏まえた本書案を作成
（概念図は作成中）
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○ 第４回検討部会（6/13開催）、第４回検討会（6/30開催）での主な意見は以下のとおり。



２　成果指標等の再整理

⑴　成果指標等の役割について
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論点１

○ 計画本書では、各目標に紐づく長期アウトカム指標として「成果指標」を定める。※市民にわかりやすく示すことも重要
○「モニタリング指標」及び「活動指標」については、中期アクションプログラムにおいて別途定めるものとし、今後検討する具体の取
組内容等と合わせて検討を進める。

【第４回検討会資料に一部加筆】



２　成果指標等の再整理

⑵　目標２の成果指標について
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論点１

【まち巡りが楽しい都心】　市民や来街者が楽しみながら都心の多くの地点を回遊している状態

冬でも、誰でも、まち巡りが楽しい都心目標２

「春季・夏季・秋季はもとより、積雪のある冬季においても、訪れる人それぞれが安心・快適に過ごせ、交流できる居場所があり、歩きやすく、
街にみどりやにぎわい、変化が感じられ、居心地が良く、まち巡りを楽しめる都心」

【成果指標①】
「主要地点における歩行者交通量の平均値」

※主要地点：地上と地下を合わせて約80地点 　

【成果指標②】
「まち歩きが楽しめる通りや場所が多い」

　と評価している人の割合

【誰でも】 年代や性別などの属性による分析を行い特徴や変化を把握

【冬でも】 ビッグデータの活用により季節による相対的な比較にて把握

  【現況値】18,800人／日（R6年度）
  【目標値】20,500人／日（R26年度）

目標値
（案）

目標値
（案）

【考え方】
・人口減少（2025：約197万人→2045年：約179万人の約9％減少）
が予想される中でも、来街者の総量の増加を目指す。
・「18,800人／日（現況値）×91％（人口減）×120％（来街者の
増加目標）＝約20,500人／日」を目標値とする。

 【現況値】60.6％（R6年度）
 【目標値】70.0％（R26年度）

【考え方】
・他都市の類似の指標と比べると現況値が比較的高い数値である
ことを踏まえつつ、他都市のウォーカブルに関する評価事例を参
考として、60.6%（現況値）から約10％増の70.0％を目標値とす
る。



【補足】成果指標①：歩行者交通量について

【札幌市中心商店街通行量調査の概要等】
○　調査地点：地上と地下を合わせて約80地点（下図参照）の歩行者交通量を調査　※自転車通行含む
○　調査日　：毎年９月下旬→推移の把握が可能　※季節やイベントの影響を受けにくく、積雪がない平均的な時期
○　分析内容：平日・休日、各地点の時間帯別の交通量、地区別の交通量、年次推移、男女別・年代別（※一部地点）など
【季節変動等の把握】
○　上記の平均的な時期の値を柱としつつ、ビッグデータ活用により季節や時間帯による変動などの相対的な比較をしていきたい。

【調査地点（地上）】 【調査地点（地下）】

２　成果指標等の再整理

⑶　成果指標①：主要地点における歩行者交通量の平均値

論点１
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【補足】成果指標②：アンケート調査について

【指標達成度調査の概要】
○　調査頻度：毎年　→　推移の把握が可能
○　調査地域：札幌市内
○　調査対象：札幌市在住の満 18 歳以上の男女個人（調査対象母数： 約 170 万人）
　　　　　　　　※観光客は、別計画において観光消費額や観光客数、滞在日数などを別途調査にてモニタリング
○　調査方法：下記いずれかの方法により回答
　　　　　　　・広報さっぽろのお知らせに記載した QR コードからオンラインで回答
　　　　　　　・札幌市公式 LINE より通知するお知らせに記載した URL からオンラインで回答
○　回答結果（R6）：回答数4,539　回答者の属性等は下図参照　→　性別・年齢・居住地域など属性別に分析が可能

R5:1900/3259=５８．３％

R６：60.6%

【回答属性（R6調査）】 【調査結果（R5調査）】

２　成果指標等の再整理

⑶　成果指標②：「まち歩きが楽しめる通りや場所が多い」と評価している人の割合

論点１
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２　成果指標等の再整理

⑷　成果指標、モニタリング指標、活動指標のイメージ（参考）
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論点１

【都心の回遊の起点・終点】

主要駅

電停・バス停

ＪＲ・地下鉄

路面電車・路線バス

駐車場
自家用車・レンタカー

（都心内・近隣）
自宅等駐輪場

自転車

【凡例（図）】

移動（徒歩・自転車等）

市内・道内
国内・海外

市内
近隣市町村

滞留（買い物・飲食・休憩・
　　　交流・自己表現等）

商業施設・宿泊施設・イベント等

◆来街者の動き（都心内回遊）

◆魅力的な目的地や通り（施設・空間等）

広場・公開空地等

【魅力的な滞留空間（点）】
◆アウトプット
・箇所数・面積（公開空地）
◆アウトカム
・滞在者数・滞在時間（ビッグデータ）
・気軽に休憩・滞在できる場所が充実している
（アンケート）

　・成果指標 ・モニタリング指標

【魅力的な施設（点）】
◆アウトプット
・沿道の商業施設数（魅力的な路面店等）
◆アウトカム
・まち歩きが楽しめる通りや場所が多い（市民ア
ンケート）
・来街者数（≒主要駅乗降者数）
・観光客アンケート
・まちなかの居心地の良さを測る指標（安らぎ感
・期待感・安心感・寛容性）※前回意見反映

　※個別の通りや空間に適用を検討

【図】来街者の回遊・滞在イメージ

街路空間

【凡例（指標）】※活動・モニタリング指標は中期AP等にて検討

【安全・安心かつ魅力的な街路空間（線）】
◆アウトプット
・歩道整備（バリアフリー整備率、有効幅員等）
・地下接続（接続箇所数）
・自転車通行空間（延長）
・緑化（緑被率・緑視率）
◆アウトカム
・歩行者交通量（主要な約８０地点の平均）
・まち歩きが楽しめる通りや場所が多い（アン
ケート）（再掲）
・自転車交通量、車道走行率
・交通事故件数
・まちなかの居心地の良さを測る指標（安らぎ感
・期待感・安心感・寛容性）（再掲）
　※個別の通りや空間に適用を検討

【指標の考え方（案）】目標「冬でも、誰でも、まち巡りが楽しい都心」
○上記の目標達成のため、魅力的な目的地や滞留空間（点）を増やし、安全・安心かつ魅力的な街路空間（線）を構築し、これらが増えていくことで回遊・滞在のネットワーク（面）を形成し
ていく。（アウトプット）
→これらの空間が形成された結果、来街者が楽しみながら、都心内の多くの地点を回遊・滞在している状態を目指す。（アウトカム）
→このアウトカムの状態を表す成果指標は、下記のとおり「歩行者交通量」及び「まち巡りが楽しめる通りや場所が多い（アンケート）」とし、その他、「滞在者数・滞在時間」「気軽に休憩・
滞在できる場所が充実している（アンケート）」などの関連する項目をモニタリング指標としていきたい。
○アンケート調査の対象は札幌市民とする（観光客は、別計画において観光消費額や観光客数、滞在日数などを別途調査している。）
○冬期間の評価については、「歩行者交通量（冬期間）」と「滞在者数・滞在時間（冬期間）」について、モニタリング（ビッグデータ活用による相対的な比較）

【都心全般の魅力化】
◆アウトカム
・主要駅の乗降人数

都心まちづくり計画の範囲

　・活動指標

【成果指標のイメージ】
○魅力的な目的地や通りがある空間が形成され、来街者が多くの場所を回遊・滞在することによって、
複数の地点で歩行者交通量が増加する。

○その来街者がまち歩きを楽しめる通りや場所が多いと評価しているかアンケート調査にて把握する。

買い物

飲食

休憩



３　計画全体構成
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第一部会で検討

第一部会に関連する要素を組み込み
⑴　検討会及び各部会の担当範囲 第一部会 第二部会検討会

【別冊】

【別冊】

※具体の内容は別冊にて説明
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本日、ご議論いただきたいこと（再掲）　

【論点１】成果指標について・・・P.6～10

　　　　　　　・目標２の成果指標の設定について

【論点２】計画素案（第一部会関連）について・・・別冊

　　　　　　　・これまで積み重ねてきた議論を踏まえて作成した第一部会関連

　　　　　　　　の計画素案について　

【本日の主な議題】


